ライフスタイル

　 生活には、職業生活と私生活がある。

　 まず、職業生活について言うと、先輩、同僚、後輩に恵まれてずっと大事な仕事を担わせてもらってきていると感じる反面、中央省庁の縦割りがもう少し何とかならないかという閉塞感も感じている。地方の実情についても、もう少しリアルに国に伝わらないかといろいろと考えることも多い。いわゆる官僚と呼ばれる人たちはもっと現場の現実を直視して、自分の信念で仕事をして欲しい。正直に言って、自分の理想を実現するという意味では、今の官僚組織に限界を感じている部分もある。しかし、公務員生活もあと数年で、これから組織のトップに立ち自分の理想を実現出来る可能性があるかもしれない。これは神の采配だろうと考えている。公務員生活は蝉の一生みたいなもの。下積みが長く、自分の思いを遂げるのは最後の何年かしかないのかもしれない。
平成５年４月から平成８年８月まで島根県に勤務。島根県の、石見地方の厳しい現状を認識する一方、都会にはない良さが一杯あることも感じる。そしてそこに生活する人達の活力も。島根時代に取り組んだことは、県立大学の開学準備（宇野学長さんとの出会い）、グラントワの構想立ち上げ、定住財団の発展的改組、島根フロンティアネットワーク構想の策定、出前県庁「石見の日」など。島根や石見で一所懸命活動している一体と一緒になって、地域を元気にしたいという気持ちは今でも変わらない。住民参加型行政ではなく、行政参加型地域づくりとでもいうか、行政の側がもっともっと変わらないといけない。そう言う意味では改革が必要だろう。住民のやりたいことをきちんと咀嚼して、どう制度的問題点をクリヤーしていくか、そういう作業の繰り返しが必要。どうしても出来なければその理由を丁寧に分かるように説明してあげないと。法律はこうなってる、国や県がこういっているという説明では、住民は納得しない。自分もこうやって説明して努力してみたけれど、こういう実質的な理由でダメなんですと説明しなければいけない。そのためには、まず自分が納得してからでないと住民は説得出来ないでしょう。
現在は、内閣府に出向して、竹中大臣（現在は与謝野大臣）のもと、経済財政諮問会議の切り盛り役として、小泉構造改革を支える。一方で自分自身の一生のテーマである「現場の視点を忘れない公務員」として、各地の地域づくりなどに関わりながら、制度、政策について意見を言っていきたいという気持ちが強い。絵に描いた餅、東京で理屈だけ言っていてすませるのは性に合わない。フィールドはかつて勤務した島根（隣接の鳥取を含んで）や宮崎など。市町村合併や道州制論議で大きく動いていく中国地方。その中で、特色があり魅力のある市町村、力強い活力ある地域が求められる。グラントワは石見、益田圏域にとってその有力なツールになるだろう。そのことを地元の方にまず自覚して欲しい。私は、有数の島根リピーター、石見ファンとして、住民や観光客の立場に立って、これからも行政にいろいろと意見を申し上げていきたい。住民のための行政であり、地方自治であるという原点に常に立ち返りながら、考え、時には苦言も呈していきたい。
私生活は、人間性回復の時間であり、基本的に楽しむべきものと思っている。また、人間本来の姿に戻れる時でもある。自分のライフスタイルを一言で言えば、田舎志向、自然回帰、アクティブライフということになると思う。週末は出来るだけ東京にはいたくない人。自宅も千葉県の佐倉市（長島茂雄さんの出身地）に構えているが、極端に言えば畑とゴルフ場の中に住んでいるようなもの。日本全国の田舎を訪れ、温泉に入ったり、サイクリングや釣りやスキーをしたりして、その土地、土地の生活を楽しみたい。休みの日に仕事を持ち帰っても、大体全くそれを忘れて体を動かしている。それが、健康の秘訣かもしれないですね。そして、自分の得意分野を活かして、地域づくりなどの面で地元の人たちの活動のお手伝いをしたい。そう言う意味から、山陰地方（大山、中海地域）でのデュアルライフを目指して実践活動中。

